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TOTO株式会社（本社：福岡県北九州市、代表取締役 社長執行役員：清田 徳明、以下「TOTO」）と富士通

株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：時田 隆仁、以下「富士通」）は、富士通の行動分析AI「行

動分析技術 Actlyzer」（注1）を活用し、ミリ波センサーを用いることで特にプライバシーを重視する必要が

ある空間（商業施設や駅構内などに設置されたバリアフリートイレ）での見守りについて実証実験を行い、

誰もが安心して過ごせる公共トイレ空間の創出に向けて共同で取り組みます。 

【 背景 】 

バリアフリー化の進展により高齢者、障がい者、乳幼児連れの方等が外出しやすくなったことに伴い、バリ

アフリートイレの利用状況が多様化し、改めてトイレの整備状況や利用実態を把握し、今後の対応を検討

する必要性が生じています。一方で、利用者のプライバシーを損なう観点から見守りや防犯を目的とした

カメラの設置は難しい側面があります。 

TOTOは1960年代から障がい者配慮の取り組みを開始し、2000年代にはユニバーサルデザインの取り組

みをスタートしました。さまざまな身体状況の方の困りごとやニーズ、国や法令の動きに合わせた水まわり

空間を提案しています。 

富士通は、独自のＡＩ技術を用いて、ミリ波から得られた情報を解析し、対象者の位置や高さなどから高精

度に姿勢を推定します。これにより、カメラを設置することなく、プライバシーに配慮しながら長時間の在室

や転倒などの状態や行動を検出することができます。 

【 本取り組みの概要 】 

これらの背景をふまえ、TOTOが持つさまざまな身体状況の方に使いやすいバリアフリートイレ空間づくり

の知見と、富士通が持つミリ波センサーを用いた見守り技術を活用し、カメラを使わずにバリアフリートイ

レ内の状況を見守る実証実験を共同で実施し有効性について検証します。 

1. 公共トイレでのミリ波センサーを用いた見守り技術の実証実験を実施 

(1) 実施期間：2024年1月15日（月曜日）から2024年12月末予定 

(2) 実施場所：TOTO「UD研究所（R＆Dセンター）」（所在地：神奈川県茅ケ崎市）、および富士通「富

士通 F3rdLab」（所在地：神奈川県川崎市） 

(3) 実証内容：実証実験用として設置したバリアフリートイレ内のミリ波センサーから、利用者の状態

を反射波情報、点群データとして収集し、長時間の在室や転倒などを検知した結果について、適

切に検知できているかどうかなどの有効性を検証し、評価と改善を行います。 

2. 両社の役割 

・TOTO：多様化するバリアフリートイレ空間づくりの知見を用いた技術評価および技術向上の方向

性提案 

・富士通：見守り技術の提供、データ収集および分析、技術評価にもとづく技術向上 
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図：実証実験のコンセプト図 

【 今後について 】 

TOTOは、既存技術にデジタルを融合させ、社会課題と向き合った提案を続けるとともに、様々な企業と

積極的に協業しながら社会・お客様にとっての新たな価値創出を今後も目指していきます。 

富士通は、評価結果に基づき見守り技術のさらなる改善を行い、2024年度末までに日本国内向けにプ

ライバシーに配慮した見守り技術のサービス化を目指します。 

3. プライバシーに配慮した見守り技術のサービス化検討 

両社は、実証実験の評価結果に基づき、プライバシーに配慮した見守り技術のさらなる改善を 

行い、バリアフリートイレを利用する方にとって安全・安心な公共トイレ空間の創出とサービス化を 

目指します。 
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【 商標について 】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

【 注釈 】 

（注1） 「行動分析技術 Actlyzer：富士通の AI 画像解析ソリューション「Fujitsu Cognitive Service GREENAGE」

の行動検知として商品化済み。 

【 関連リンク 】 

・ミリ波センサーで収集した点群データから人の姿勢を高精度に推定する新技術を開発 

（2022年7月6日富士通プレスリリース） https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/07/6.html 

・「行動分析技術 Actlyzer」紹介ページ（https://www.fujitsu.com/jp/about/research/technology/actlyzer/） 

 

【 参考 】 

デジタルを活用したＴＯＴＯの商品・サービス例 

「ＴＯＴＯパブリックレストルーム設備管理サポートシステム」 

“水まわり器具×IoT”でトイレ空間をサポートし、利用者・施設管理者の困りごとを軽減するサービス。 

参照：「TOTOパブリックレストルーム設備管理サポートシステム」発売 

（2021年4月21日ＴＯＴＯニュースリリース）

https://jp.toto.com/company/press/product/toilet/2021_04_21_011220/ 

https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/07/6.html
https://www.fujitsu.com/jp/about/research/technology/actlyzer/
https://jp.toto.com/company/press/product/toilet/2021_04_21_011220/

